
兼　第７３回国体予選

兼　日本スポーツマスターズ 平成29年12月10日
兼　ＤＵＮＬＯＰＳＲＩＸＯＮﾄｰﾅﾒﾝﾄ神奈川県大会 神奈川県テニス協会

１．期　　　日 一般と３５歳以上～５５歳以上の男女単 ２月２４日（土）～２６日（月）、３月２日（金）～４日（日）予備日５日（月）６日（火） 

一般と３５歳以上～５５歳以上の男女複 ２月２４日（土）２５日（日）３月３日（土）４日（日）予備日５日（月）６日（火）

その他の年齢別種目 ２月２６日（月）～３月４日（日）予備日５日（月）６日（火）

※一般と３５歳以上～５５歳以上の男女複は、申込み数により、１日２試合行う場合があります。

２．会　　　場 平塚市桃浜庭球場、茅ヶ崎市堤ｽﾎﾟｰﾂコート、伊勢原市市ノ坪コート、海老名市運動公園コート、

小田原市ＴＧコート、横浜市三ツ沢公園コート(いずれも砂入り人工芝コート)

３．種　　　目 一般の部：男子・女子の単複
ベテランの部
　　男女：35歳、40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳以上の各単複
※年齢別については以下に該当する方
35歳以上 1983年(昭和58年)12月31日以前に生まれた方
40歳以上 1978年(昭和53年)12月31日      〃
45歳以上 1973年(昭和48年)12月31日      〃
5０歳以上 1968年(昭和43年)12月31日　　　〃
55歳以上 1963年(昭和38年)12月31日      〃
60歳以上 1958年(昭和33年)12月31日      〃
65歳以上 1953年(昭和28年)12月31日      〃
70歳以上 1948年(昭和23年)12月31日      〃
75歳以上 1943年(昭和18年)12月31日      〃
80歳以上 1938年(昭和13年)12月31日       〃
85歳以上 1933年(昭和　8年)12月31日       〃
※参加制限種目・・・一般男子単複・一般女子単複
※注：単複異なる年齢にクロスオーバー出場はできません。

４．参加数 一般男子・・・単９６、複４８  　　一般女子・・・単４８、複４８
各市町協会ごとの選手選考数は、下記表のとおりです。ストレートイン選手及び選手選考により出場を
認められた方の合計人数が、上記参加数を上回った場合は、参加数の枠を広げます。

協会名   男子単 男子複 女子単 女子複

川 崎 10 5 5 5

横 浜 10 5 5 5

平 塚 4 2 2 2

横 須 賀 4 2 1 1

小 田 原 2 1 1 1

藤 沢 4 2 2 2

相 模 原 4 2 1 1

鎌 倉 4 2 2 2

厚 木 2 1 1 1

大 和 2 1 1 1

愛 川 2 1 1 1

座 間 2 1 1 1

茅 ヶ 崎 4 2 2 2

逗 子 2 1 1 1

寒 川 2 1 1 1

伊 勢 原 2 1 1 1

湯 河 原 2 1 1 1

秦 野 2 1 1 1

綾 瀬 2 1 1 1

三 浦 2 1 1 1

海 老 名 2 1 1 1

葉 山 2 1 1 1

女子連県支部 － － 1 1

実 業 団 1 1 1 1

国 体 強 化 2 － 2 －

　　計 75 37 38 36

※ベテラン種目は、参加数について制限を設けません。
５．参加資格　 神奈川県テニス協会加盟の各市町協会、日本女子テニス連盟神奈川県支部（以下、「女子連県支部」

という。）に所属する方。但し、神奈川県テニス協会加盟の各市町協会及び女子連県支部所属の
ストレートイン選手と、選手選考により出場を認められた方。なお、前述の方で、日本テニス協会未登
録の方でも参加できます。

第６７回　神奈川県テニス選手権大会要項
(一般の部：ＪＴＡグレードＪ１－１，ベテランの部：ＪＶＴグレードE2)

(東日本テニス選手権神奈川予選)



６．試合方法　 全試合３セットマッチ、マッチタイブレークシステムとします。
(１，２セット(6-6タイブレーク)、ファイナルセット10ポイントマッチタイブレーク)
ただし、男女７５歳以上～８５歳以上の種目は、ノーアドとします。
また、天候等により変更があります。

７．ストレートイン選手の資格(一般男子・一般女子)
１）前年度県選手権　単ベスト８　複ベスト４
２）JOPポイントを所有している方(２０１７年(平成２９年）１２月末現在100位以内の方)
３）インカレ 単ベスト１６　複ベスト８（２０１７年度（平成２９年度）
４）関東・毎日オープン本戦出場者（２０１７年度（平成２９年度））
５）県協会推薦 ジュニア
６）複の場合、ニューペアでも両者がストレートイン資格者である場合
７）国体強化指定選手
８）その他トーナメント委員会で選考します。

８．使 用 球 　 ダンロップフォートイエロー〈（公財）日本テニス協会公認球〉
使用球は１試合2個使用とする。ただし、一般男女単複はQFより1セット2個使用、その他の種目は
ＳＦより1セット2個使用とし、いずれもファイナルセットチェンジなしとします。

９．参 加 料　　 単複 ７，１００円(本大会はワンコイン制度の対象大会です。１００円はワンコイン制度金)　
※申込締切日以降欠場届を出された場合、いかなる理由でも参加料の返金はいたしません。

10.申込締切日 平成３０年１月２２日(月)午後６時までに必着の事
※１．各市町協会、女子連県支部よリー括申込みのため、それぞれの申込み締め切りが異なるので、
   　　必ず各自で確認するよう注意してください。
※２．一般の部とベテランの部の重複申込はできません。

11.申込み方法 参加希望者は種目・個人登録No（登録者のみ）・氏名・生年月日・所属団体・戦績・連絡先を明記
の上、本人の所属する各市町協会、女子連県支部へ参加料と共に申し込んでください。
（注）事務局へ個人での申込みはできません｡

12.問い合わせ先〒231-0028　横浜市中区翁町１－５－５　関内スクエアビル３０６号　神奈川県テニス協会事務局
 ℡番号080-7793-8317・ＦＡＸ番号045-663-0558

13.ドロー会議 １月２９日(月)午後１時　 藤沢商工会館５０７会議室
14.ドロー発表 ２月５日(月)当テニス協会ホームページに掲載及び仮リドローを各市町協会、

女子連県支部に発送するので、各自確認してください。
15.仮設電話　　各会場に設置します。（電話番号は２月２３日までに県協会ホームページに掲載します）

【主　　　催】　　 神奈川県テニス協会
【公　　　認】 (公財)日本テニス協会
【後　　　援】　　 神奈川県スポーツ局、(公財)神奈川県体育協会、平塚市教育委員会、茅ヶ崎市教育委員会
　（予　定）　　 伊勢原市教育委員会、海老名市教育委員会、横浜市市民局、小田原市教育委員会、

関東テニス協会、神奈川新聞社
《注      意》  １）本大会は、JTAルールブック２０１７の規程を適用します。よく読んでご参加ください。

２）各種目ともシード順位は、ドロー会議時点の最新ＪＯＰランキングにより決定します。
３）本大会は、セルフジャッジを原則とします。
　　各会場ロービングアンパイアを配置します。決勝にはSCUをつけることがあります。
４）本大会一般男女の単優勝者は、本年度東日本テニス選手権大会の出場権を得られます。
５）本大会一般男女の単優勝者は、本年度ダンロップカップ神奈川インドアオープンテニス
　　２０１８大会本戦のワイルドカードとします。
６）本大会一般男子の単複、一般女子の単複優勝者は、平成３０年関東ｵｰﾌﾟﾝのワイルドカードとしま
　 す。但し関東オープン推薦基準の抽選結果によります。また関東オープンに申込みが必要です。
７）本大会の一般男女の複、男子４５歳以上複の各優勝組、及び一般男子複のベスト４の内一組
    （選出）は、ダンロップスリクソン関東決勝大会の出場権を得られます。
８）本大会出場者の中から、平成３０年の日本スポーツマスターズの選考を行います。
　また、出場者にはベテランJOPポイントが与えられます。
９）出場選手のウエアは、JTAに準拠したテニスウエアとします。適否はレフｴリーが判断します。
１０）本大会は、傷害保険に加入しています。また会場にはトレーナー医師は常駐していないので、
    予めご承知ください。
１１)欠場の連絡は、ウィズドロー届けを上記12記載の神奈川県テニス協会事務局へ紙文書を
　　提出してください。（FAX可）　なお、一度提出された欠場届けは変更できません。
1２）本トーナメントは全てのプレーヤーを公平に扱います。

〔個人情報の取り扱いについて〕
申込みに係わる個人の情報は、本協会で管理し、本大会の運営に関する事以外には
利用しません。

《トーナメント委員会》 委員長　　　日下　啓二 ディレクター広瀬　稔　　    
レフェリー 　川上　利勝 委員 岩本　良則


